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菊地(1997)は、「～（さ）せていただく」表現について社会人 103 名（20 代 21 名、30 代 18 名、40 代 45
名、50 以上 19 名）を対象に、7 つの例文の容認度を○か×で問う形式のアンケート調査を実施した。アン
ケートに使用した例文は紙幅の都合上割愛する（以下の先行研究についても同様）。 
 宇都宮(2004)は、日本語母語話者 300 人を対象にアンケート調査を行い、複数の状況における「～（さ）
せていただく」表現の使用実態についての違和感・敬意度レベルを調査した。アンケート対象者は大学生
が 164 名、大学生より年齢が上の対象者（「一般」とする）が 136 名の計 300 名である。 








 「～（さ）せていただく」表現に対する意識調査のために、日本語母語話者 106 名2（10










Q1. 性別と年齢を教えてください。性別(   ) 年齢(   ) 
Q2. あなたは普段「～（さ）せていただく」という表現を積極的に（頻繁に、あるいは積




















                                                        
2
10 代、20 代は本学学生が中心で、30 代以上は職種・業種を問わずアンケート調査を実施した。 
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・使ったほうがフォーマル（または丁寧）だから    (各 5 件) 
＜20 代＞ 
・（アルバイトや就職活動など、目上に対し）丁寧さを示すことができるから (8 件) 
＜30 代＞ 
・目上と接する機会が多いから      
・客先のメールによく使うから     (各 2 件) 
＜40 代＞ 
・目上に対して、付ければとりあえず失礼がないと思うから   (5 件) 
＜50 代＞ 
・目上やお客様に失礼のないように接したいから    
・謙虚な気持ちで物事に取り組んだり、人に接したりしたいから  
・丁寧だから        (各 2 件) 
＜60 代以上＞ 







・敬語の間違った使い方を避けたいから    (各 2 件) 
＜20 代＞ 
・必要以上に敬意を払われている気がしたから    (7 件) 
＜30 代＞ 
・へりくだりすぎていたから      (2 件) 
＜40 代＞ 
・慇懃無礼だと思ったから      (4 件) 
＜50 代＞ 
・へりくだりすぎだと思ったから      (3 件) 
＜60 代以上＞ 
・人間関係（対等な関係を含む）に不相応だったから  (2 件) 
「～（さ）せていただく」表現について 
―話し手と聞き手の意識に着目して― 




本節では筆者が Q2・Q4 の回答から導き出した「積極度」・「消極度」、Q6 から導き出し
た「許容度」について述べる。はじめに Q2・Q4 の年齢層別回答状況を表 1・表 2 にそれ
ぞれ示す。 
 
表 1: Q2「～（さ）せていただく」表現を積極的に使うか 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代～ 全体 
はい 70.6% 46.9% 60% 50% 58.8% 41.7% 53.8% 
いいえ 29.4% 53.1% 40% 50% 41.2% 58.3% 46.2% 
 
表 2: Q4「他人の『～（さ）せていただく』表現の使用が気になるか」 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代～ 全体 
はい 35.3% 53.1% 60% 33.3% 47.1% 50% 46.2% 






表 3: 「～（さ）せていただく」表現の年齢層別「積極度」 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 全体 








表 4: 「～（さ）せていただく」表現の年齢層別「消極度」 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 全体 
消極度 17.6% 28.1% 40% 11.1% 17.6% 41.7% 24.5% 
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と、年齢層別許容度は以下の表 5 で表すことができる。 
 
表 5: 年齢層別許容度 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 全体 












                                                        
3
 例えば、Q6 に対して 10 代は回答者数 17×例文数 7＝回答数 119 であり、そのうち○とする回答が 58 あ
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